
「

はズ1」ち/1い`.

111」ゼはムtイく的に ド‖Ⅲlまlll米占11、 ノくliは11、口ヾ

ク: ここでは1ぎ「「(1:りの施|1世を‖|いている

小本IFυ)西1造 |りiで||るブドウの搾りかすをイ」効

利llする、という発想からなflまり、 木クズ、リメ

菜クズ、i毎藻、■:rriどを 1、 2イ|:寝かせて

から

'tう

.「|」をllうかは、近鱗υ)だt家さんと

のや
`,(Lり
もあり、徐々に変わります |.出I機応

変に
'11と
している

1直付|`キ|1生
`よ
250()1朱 ha‐  1朱||||`ま 15111~t‐、

1玖IJが2 25nlから25111.株||‖はより狭めて

も構わないが、1玖|りはこの川1高1が必要となる

'H山
|よ、トラクターが中↑を傷つけないため そ

して |II糸(1度のたy)、 秋||にブドウのll l隆々が

隣の1玖にかからないようにJす るためだ=

|′|ブトウ|II種の liノJはケルナー ‖1「日を森

に
'‖
まれたケルナーの樹齢 20イ:υ)κ 11は、風

通しかそイtほどよくないためrirlがでるイliがあ

る /メ :は、 101120 過ぎまで待って川く穫 3‐

る〕'定だ しかし、 
ここは、なる′ヽく遅くまで

1又穫をりっ張ってきたので、(ブドウ樹も)無

り|!をしたようです | |liタビした株かところどころ

にみられる 収1性後が、実ではなく自分の′題

冬のたノ)の光合成をネツサめてできるIUI Iりなのに、

1堡‖1lJrt‐1111サ|になってしまいま
‐
り/JらヽJ[ J4υ)

ために|ぶくしたといたれ1をいたわるように、 |↑

l榛さんは語る.

ケルナーにれ[くυ)が、ヴアイスブルグンター

(ヒノ。ブラン)と トラミナー (ゲ「ソルツトラミ

ネール)

|ヴァイスブルグンターは、‖li度が 1が‐デt~もヽ

すが
‐
4か しにヽ西なが残るli占i重で、 唖に1曽やした

い ||||「υ)ひとつです オール ・ステンレスで

臓造したもυDは|、午に、この 111也υ)食本イとr)わ

せやすいですね |

トラミナーは 3+イilり|と1/樹υ)ス: |とがある

1/f樹は hヽa υ)‐lk引||で、 |1木 りくきなトラミ

ナーυ)‖|だろう 1く穫は
｀
「イliで10'11011町

′
i

「トラミナーは、がっしりしたアル1ガスとは,1な

り、こυ)111也ならではの味わいか|||ているコιt

t まヽ→

樹の根フこ近くがとぐろを巻くようにねじ||が

りなが引Jlclこを続けた 4ヽイ「樹υ)トラミナーの

111にはちょっとした感 rllを,1える  ||‖ltt｀
1111、
T

は 11[に 植えていた|‖Flllです_そ υ)頃はJlυ)

影響をとえず、まずはギュイヨ̀ そ イlからコル

ドン、コルドンの↑‖ν)fli、4てへと変化してい‐,

た |あ っち向け、こっち向け、って、 ドッチ「||

けばいいの?と、 ひオ、ュくイlてノ六ilたん
~t~し
てkう

ね―
/〉
は′∵樹とブレンドして 鶴|′イ になって

いますが、ここだけのスペシャルキュヴェを造

れたら|というりとヽいかある.

赤の |りJはセ イベル、ツヴリ′イゲルトレー

ベ 後占は水はけがよく、積ιl,古∴度が一喬高

く、■:解けも ‐番 Lい1打高1き↑‖白iに植えてい

る.|レ ーンベルガー (ブラウフレンキッシュ)

とツ「ソフ′イゲルトレーン
~ヽ
も、 せ―)かく+()イ「υ)岬下

史があるので、ホテンシャルを11ノく限に表■1し

たワインにできたらとすとtいます |..

ここは lo'1に入るとにヽつJIか

`羊
る/JイヽDから

ない  だから、そυ)前に

'こ

をつけなけれはと、

ここυ)気候にrソ)tlてフドゥが成1こしているよ

うに感じますJ.111藤さんθ)||ウtは、 まるで J4

f声ご υ)れ1のように!感じらイlた

<お たるワイン>

′l lヽl,り(から liで2()分ほどυ)′卜古れ 1ヽl υ)i

に 「おたるワイン がある.す く
'Lに
海が
'こ
え

る、11也にある./11食川ブドウも|りkうため、 8月

に入ると川又穫されたブドウが毎 」劇|,1する. ||

月初旬まで続くが、繁忙サ明は 10り|`. 4`均して

毎日10～ 50トンを受け入れるという=鶴 irlに

は搾il器があり、 
′
|`|:‖||のブトウと鶴i/{周辺の

契約1せ
′
家のものは1lti′|で搾るが、残りはすべ

てここに迎び込まイtる 契約tt′家は合li卜で 2(X)

数 1中「にも及ぶ

りせ,生「1`次l ,t占占i'11イI川!言1ltυ),」1晰(かさt )ヽ

| |ぃ与iさんに広いワイ`ナ
‐lリーを案内してもらった

到オ
′
「した
‐
ブド`ン(よ、 り

‐(1こ|%1ヽ更イi,「十′|′＼か|ナ|ち

れる  マセラシオン・カルボニックするもυ)

以外は、すべて除梗イ)支砕」し、そυ)後タンク

ヘ11,りう)ける.

「「|はりftィく白勺に」ンヽてスキンこ1ンタクトしまJ

負(‖J[が「げい日、ヤリサ|に
`よ
2、 3‖、午|||、 つまいときは

20111111‐|、卜に河ll l性IIントロール|ましませ/し|

フリーランを号|のタンクン＼移しておき、 ケルナ

ーなど、「/イン用υ)ブドウは胃| に々fl:込みます

軽い‖ |||に はフリーランだけを十[|||しますか、

1「1近は味わいの12‖[‖1を,kめられるようになっ

てきている|の
~ご
、適11ブレンドする 11子1寸は

すべて
'「
i」[西孝1寸、. そして|′lυ)場r)は |マ I」ラ

クティック発西子はほとんどしません ケルナー

やミュラー ・トウルプリウυ)アロマに、マロラクテ

ィック発酵による

`」

tllの香りは
′
わヽないですか

ら|.シ ャルドネとヒノ。ブランの 「‖
`の
み行う

ことがある

赤は 1本 汗1111タンクをIIJ#マヽツトで覆ってしヽ

る.||()り|に入れば1,|は10度来油iなので、 `|

然のill l生のまま低1古lFましを4k llり行いまJ

汗HI I'Iが|「Iけイlばはしはしません  西子母は1‐

べてJ「lit酵11で、 発古FI L進のためにお湯のシ

ャワーをタンクθ)ドかlЪかける アさ酵|サ|IJは
~

ヽ 1()|(1:こくて 1+||)そ の||||にホンピンク

オーバーを行う.発 西孝後、すぐに搾ってマロラ

クティック発酵へ 河111性コント|」―ル II能なド

,,クルV∂ ∫ Otr 2θ ノ3 9



イツ製のマイシェタンク。設市当初、ドイツか

ら技術者を招聘していた関係で、このワイナリ

ーのタンクや器具はドイツ製が多い。

また、今年から選果器が導入されるという。

フランスのアモス製の比重選果器。除梗して

粒になった段階で、溶液 (例えば、溶液を糖

度 20度 に設定)に 浮くものと沈むものとで分

けるという仕組みだ。

瓶詰めに使う栓は、今ではスクリューキャッ

プが半数以上を占める。「残りは圧搾 (圧縮)

コルクです。天然コルクは 2004年を最後に使

用していません。やはりTCA対 策です。コル

ク臭の確率が高すぎますから」。ただ、外国製

の合成コルクは日本の 720ni l_tの径が少し広

めなので合わないそうだ。

数多くのブドウ品種を扱い、多くの銘柄を生

み、しかも安定した品質で毎年市場に出荷す

るという大きな使命感が伝わってくるの主要商

品は、生食用ブドウから造る 「おたるJシ リーズ。

ブドウ品種名を記した 「北海道Jシ リーズ、自

社畑のブドウ 100%の 「鶴沼Jシ リーズ、余市

の契約畑の品種別 「葡萄作りの匠Jシ リーズ

など、多数。価格設定も絶妙だ。

‖鶴沼 ヴァイスブルグンダー 2011』

熟したりんご、白い花などの香りが魅力的で、

酸がフレッシュで繊細な味わい。バランスよく、

食事に合わせやすいタイ光

fθ θ́′2θf3 フを1ノヽり∫

『北海道 ケルナー 2011』

余市産が中心。みかん、グレープフルーツ

のような柑橘類。フレッシュで少し刺激的。コ

ストパフォーマンスが高い。年間生産量 4～ 6

万本。「この量だから 1300円にできるJ。

『鶴沼 ゲヴルツトラミネール 2011』

濃い色合い。金柑、柑橘類、ライチなどの

華やかな香り。やや甘口で厚みがあり、とても

なめらか。RS16g/1、abvl1 5%

『北海道 ツヴァイゲルトレーベ 2012』

スパイス、ベリー系果実、チェリーリキュー

ルのような香りが広がるの心地よい軽やかさで

バランスよく、タンニンそれほど多くない。現状、

最も大切な赤用謂l種。樽は使わず、醸しも短め。

一部マセラシオン ・ア・ショー。

『北島秀樹 ツヴァイゲルトレーベ 2010 木

樽熟成』

チェリーや赤い果実と黒胡椒の香りに樽のニ

ュアンスがカロわり、温かみを感じる香り。果実

の熟度が感じられる。果実味が充実し、バラ

ンスよく、タンニンも細やか。

『藤本毅 バッカス 20101

柑橘類よりもリンゴやマスカットなど緑系果

実。少し香木のようなニュアンスも。ほんのり

甘い。20H年 から辛口。40oO本 。abv10 5%

岩見沢地区

「ナカザワヴィンヤードJ

設立 :2002年

拠点 :岩見沢 (1日栗沢町)

東京で大手電気メーカーに勤務していた中

澤 ^行さんは、人人の由紀子さんを説得し

て 「北海道ワインJへ 就職。「鶴沼ワイナリ

ーJで ブドウ栽培に携わった後、2002年に牧

草地だった4 6haを購入した。現在、そのうち

2 7haに植樹されている。

旧地71が表すようにかつて栗がいたるところ

にll■えられていたこの地区は、今では米の名

産地として知られているのしかし当時ワイン用

ブドウを栽培しているところは皆無だった。そ

れでもここを拠点に決めたのは「北海道ワインJ

時代に培った勘だという。

「気候的にギリギリの場所だとわかっていて、

ここから南はもう無理だと思いました。だから、

十壌よりも気候を優先にして探しました。南向

き斜面で水はけがよく、まわりに遮るものが何

もないから一日中太陽の光が得られる。暗渠

排水は、ほんの一部だけ泥沼のような状態に

なったところだけ入れました。酸性十壌だっ

たので、当初はホタテ貝の殻を入れましたが、

畑全部に施すとなると膨大な金額になるとわか

り、諦めましたJ。

土壌は、北海道によくみられる重粘十。ただ

「思っていたよりもよかったJ。栽培は有機で

はないが、農薬には頼らずヽ堆肥さえ使わな

い。草は年に2、 3回 、電動の草刈り機で刈

る程度。刈った草はそのままその場所で栄養

源となる。「この畑の中で完結するようにした

いのです。生き物の棲家として草を伸ばしてい

て、こうすればきっと昆虫だけでなく微生物も

生きやすいのではないかとJ考 えている。そし

て、房まわりの除葉はほとんどしないという。「香

りと酸を保つためJだ 。

仕立てはここも斜めの短梢。雪は例年で lm。

ここ数年は 18m。 「徐々に積雪して、8、9m

分が同まることになるから相当な重量ですJ。

やはり凍害が大きな問題で、昨年はほとんど

ブドウが収穫できなかったという。しかし 「成

長期間は少し短いですが、春分から秋分まで



■

||||(H、ヤ|||かltt υヽ)が利り|、「ご4~ ‖て穫(よ`|イ|■ご

loナ||イリか「,10 1過ぎ1‐ごですが、10サ| 1`1

ばは糸1午ll冷え込むので、1又穫 llの突のトラブ

ルがィ1/hなく、 川く1隻をイ、「,ことに,と、西ごがありt女せ

た 「 例えは |11でいで、夜 5てほどなυ)で

たとえ寸Jが
`筆

‐,ごも実が受けるダメージが少な

い.ち なみに、デ〔夏υD気汀llは II11で28・(|ほど

( 0ヽ°Cを 超えることはほとんどない)、 ィ々は 10

(台 だか「,、1行|ノ」は必要ないという,そ して朽

|ェtが強めて風通しがよい、IJ也だ‐

長Njυ)‖夕響で、灰色カビ病が今年は|、卜に多

いという 他にも卓↑にII「1'Jのようなコプができ

る根J,il析腫(こんとうかたし|ル)し出ている  ど

υ)株も保∵|しているようで、 発りi:するかどうか

が |キ1題です 1束11千で幹に傷かつくとそこが発端

になってしまいます li

嘔に‖iしく ,I トヾリオス・フェリア では`ノと

いう「I∫能lV iか||た株がある これも1晰`を駄 |

にする.‐|うちではセレクシ:|ン・マッサールを

しています ただ、接ぎイくか
'|!山
で病気にな

ることもイ)か ,~ごt るヽυ)ご、 少し危険はあ|りよ

すが、 
′
1根のトライアルもしています.も しか

‐
けると、 lRり木したほうか ||いかもしイlないで

すね  こυ)ような病気′＼の支J応などについて

(よ、lliυ)つなかりが「「要で、「卜1占|とのlri‖(交

換が欠かllない_

1ミ片

')~る

フドウ占占不重↓よ
′
19()(ll、満t10(た). 鴻(

しt 気ヽ1,tを
′
1かうなら

′
|がよにヽと思―ガtことと、

自分がなr/して飲む害り
′
もヽら員うどこのぐらいだ

から|と率
:(な
答えが返ってきたcゲ ヴルツト

ラミネールが lrr多く0ド、a,気 候的にも lFt

r)っていると思っているようだ:ケ ルナーが 2

/fr lに多く(い|、a[べ と病、灰色カビl llなどに

llいのが州[点だ..

そして、 ヒノ・グ1りとヒノ。ノワール= |ヒノ・

ノワールは、||1来tl lよいイ11のみ赤にfl:込みま

した 2(I)ドイトか L(晰
`t西
1じとで、そυ)後tよ2010イ「

ll年と 12イ11は (′11ブランドυ))ク リサワ・

プラン に混西rごす |

シャルドネはギリ・ドリの線だがあよりよい糸|≒りt

は||ておらず、リースリングは熟さないから11t

」|!だとみえている.

崚造については、2012年 ウィンテージまで

はIIコ・フアームヘ委li[: /〉年か「)は近|]iに

や ,てきたブルース・/1ットラヴさ/しに依頼す

る..1本当は aЮo本 くらい造l1/まヽところなの

ですが、まだ総収 tが Kヽlでlolll)本 昨年

にいたっては 2S004く 有I「死した株などの抜け

がなくなれは、11せ人 1プリ本はいけるとり占tうので

→が |‐今イ|:はヽ り|のお′注以降に lJが多かっ

たが 4`イ|:よりはよいυ)で、RKIは,Шえる見込み

そうなれば、ゲヴルツトラミネールの|11‐『llr

をイ:込みたいと願‐ダごいる.

2()| イヽ:ヴィンテージからも名称はそのまま

だが、」||'|ブランドになるためラベルは変える

〕ちL /〉後(まアイテヱ、を11やしたい ひとつ

は|11 ¬1占ネicも うひと,メま「し'Iな111格のライン

だから11作のオーセ「」ワの栽培も1(中にある[

西1:造については
|ブ
ルースさ/じとはん向性

が11じですから 野
′
li西子′寸で発西子させて、 |li

硫峻υ)添力|もミニマ1、1.な るべく人が介rl:し

ない「ノインを |1旨している.2006イ11にロワー

ルを,7J llしてからとえが変わった 11参 した

2005イ11の培養酵1寸を使ってlrりを出したタイ

フをllt飲しても弓うと、「どこでも造れるワイン

だ |と liわオlて大きなショックを′そけたことが

きっかけだという

ブドウlk培が日「能な限界ll ll文(ま、 環境が庄枝

しいイにわりに素 「iらしいワインができあがると

いう.栗 沢ならではの糸li果を、より多くの人に

伝えてほしいと願うはかりだ、

|クリサワ ・ブラン201lJ

色が洸1いめで、黄金色、‖1橘類、スモモ、

アプリコット、 ′午「のスバイスなど、とてもヒュ

アな′心、地よい香り。なめ弓かなアタックではん

のり|1味があり、オイリーさも感じるが峻もき

っちり. 1■に染み人るような旨みがある. ゲヴ

ルツトラミネール、ビノ・グリ、ケルナー、ヒ/・

ノワール、シルヴァネールの71L西ま (1ll l l伸i成

はfJ年変わる.2010年 まではブレンド). 't‖li

は数グラ」、 `も、120Qぃ[ ¬
′
1然に発酵が 1よっ

た結果の成||:で、そイlかまた
.1然
なのかと,とtう

とそれでよいと

'占

tっています |

「10R(ト アール)ワ イナリー

liせ立 :20()9イ「 (ワイナリーは 2012年 )

拠点 :ア1見沢

10年 lll、llll木りitのココ・フアー1、・ワイナリ

ーにて醸造ri任者として,1lllしたブルース・/1

Ⅲノトラヴさんが、ル
`ご
J4たノ、と共に北海道ノ＼移||:

し、 2()09イ1にア|サι沢のナカ1ガワウ
｀
ィンヤード

からlllで10`)ほ どの場|り千に111を|イiいた

2()()2イ「υ)山 奇さ/し( 山奇ワイナリー)ノが初

リリースしたヒノ。ノワールを飲/しで、社lめて

1本のビノ・ノワールで
′
1分υ) r々きなタイフに

出会ったυDが |́ヒ海道へ来ることになった1111」ll

きっかけですね そイlから、中1軍さんやi互1本

さん (KONい ()ウィンヤード)と いった,|||||か

いて話し合えるυ)も大きな要 川̀ .近隣で鶴沼
r7

イナリーや‖秋́ιt内太陽フアー1、も成功していtよ

すし たた、ここか余 ljかで迷いました 余 li

は1モに北|′げ道のワインの |ソこ、地 で、フロかた

くさんいる.‐fl、はイ「機栽J「1をしたいので、川り

υ)人々にも気を,生います ここなら、マイヘー

スでできるから|「 力[|えて、 余 lfのほうが 1」也

代が高かったようだ.こ υ)iJ也で心西ごな llは、

やはり凍11:なのだという.‐

1購入した 10haのうち、いllaに植付| |11'日

の森には、 クプリになるとエツシカやキタキツネ

が ,1られる llaあたり■+(1)本の本直樹で、 打

lr可きの 11、a力ちiミ|‖Ⅲほぼビ/。 ノワールで、

カメイ、ヒノ・ヱ、ニエ、ワールサール lて性

||:はまだ
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「ピノ・ノrノールは、中ギ||さんや近Jネさ/しな

どの空知lυ)様 J4をみてホテンシャルを夕tよじて
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「

います.温 かいイドには赤に、涼しい年にはブ

ラン・ド・ノワールにJ。14:年造ったベースワ

インで今年からllli内二次発酵させる予定だ。

li壌は、 ド仲1は重粘 11で表上は■tボク.↑|

1面なので水はけはよく (場所によっては良すぎ

る)、風通しもよい。「
/〉
年はお盆まではドライ

で、それ以降ずっと峠iが多かった。今年は雨

が降ったので押1含伸びているけれど、ltH樹か

ら4年 経っているのに伸びが遅いですね。場

1好によっては表 liがとても,支いので、樹勢が場

所によって随分ちがいますのでも、起伏の多

い複雑な地形の力||なので、それがワインの味

わいに複雑さを反映できるのではないかと考え

ていますJ。

ビノ・ノワールのクローンを 1011類植樹し、

1()年はこのまますべての様 」4をみて、その後

に選抜しようと考えているが、 今のところのク

ローン別評価は 「オキシデンタルは化ぶるい

しやすいけれど、房がよい形で粒がまばらで

風通しよく、小ll.デ ィジョンの FF「は、でき

はよいが雨に弱い。ニュージーランドのエイブ

ルは、成長が少し遅めだからここでは赤ワイン

にするのは無り||そうこオーストラリアの MV6

は、よい結果になりそう。小さい粒で収穫量も

少なく、深い1味になりそう1とかっ

今までのところ、自社力||の収穫 :Itはソーヴ

ノイ 0 ′́2θf3 レを1ノヽり∫

ィニヨン 602、 ビノ。ノワールの赤が 100を

少々で、スパークリング用が 1602。 初ヴィン

テージの 2012年 は、余市登l也区の藤沢農同

のケルナーを購入して造っていて、今後もH韓入

ブドウや自社畑のブドウで造る独自のブランドは

「上幌ワインJと なる。

トアールは独自のワインを造るだけでなく

「受託醸造所Jと 銘打っており、そのプ」針は、

ブドウ栽1占家が独ギ′して自らのワインを造れる

ようになるまで支援すること。

「栽培農家さんはワインを好きになると
′
1分

のワインを造りたいと思うようになる。いつか

独立したいと思うがすぐにはできない。免許(ワ

イン造りの経験がないと ド付されない)や 資

金の問題もある。銀行はすぐに融資してくれな

い、利益が出るまで時間がかかるから。だか

らブドウをここにもってきて、ワインにして、売

り戻して、彼らが自分で売る。|′1分で売り始め

れば計j場の反応がみえる。そうすれば、銀行

も説得できる.そ れにブドウの代金だけで食べ

て行くには 4、 5 ha以 上が必要のでもワイン

も売れば、 1、 2 haで も食べていける。もち

ろん、うちの自社力||が安定するまでに年月が

かかる、ということも考えて.

「北海道のワインは質はとても良いのにイメ

ージはまだ弱い。もっと矢Πられて然るべきだが、

それには洲||、ワイナリー、ワインをもっと1ヤ|や

して、北海道ワインラバーをもっと増やさなけ

ればと考えています |`,

昨年は近隣の KONl)Oヴ ィンヤード、ナカ

ザワヴィンヤード、余市のココ。フアーム (コ

コ 10Rと してピノ・ノワール ・ロゼを)、 1笠

市の TAKIZぶ Aワ インのワインを醸造。今年

は 7KIZAVVAワ インのワイナリーが完成し委

託醸造がなくなるが、 L富 良野のタダフアーム、

東川町などが加|わる予定だ。

醸造の方針は、基本r内に 「できるだけ人の

手はいれない |ことc野
ノli酵母で発酵させて

清澄も濾過もしない。添加するのは瓶詰め前

の少量の111硫酸のみで、それまでは 1酸化炭

素で対応する。温度コントロールは、H月 に

なると寒いので一部屋は床暖房を入れて 15℃

くらいに保つ程度。発酵終了後は隣の寒い部

屋へ移動させるだけだというっ

1浸近ワインに 「自然Jと いう萬葉がよく使わ

れることについて聞くと、「ワインは '1然にはで

きない。人が手を力日えなければ、よいワイン

はできないから。だから私は最小限の介入に

とどめる (ミニマル ・マニピュレーション)と

いう言い方をしていますJと いう。ガットラブ

氏はニューコークでワインを扱ってから、カリ

フォルニアで新大陸のワインの考え方を学ん

だっニューヨーク時代に欧州の有71な造り手に

たくさん会い、彼らの考え方に共感を覚えてい

たので、う)夕千して何かが足りないと、すぐにlJ

かを足してしまう新大陸の方法には賛同できな

かったという.

「農産物としてのワインを造りあげたい。ワイ

ンは自己表現でもあり よいワイン の定義は

ひとそれぞれちがう。だから、ヴィジョンとポリ

シーをもって粋iり強くワインを造っていければ

よいと思いますJ。

|ll幌ワイン 藤沢農レ12012 ケルナー.

金‖|などの‖1橘類やスモモ、ほんのりと蜂蜜

がきれいに ′ヾちのぼる。なめらかで、崚もフレ

ッシュ。,こ、地よく、粘|■も感じられる自1象的な

味わい。ダイレクト・プレスで、発西れまステン

レス li体で 「本|,も用いるのマロラクティック発

西孝もイ千う。


